
 

 

 

6 月 15 日(水)の 6 時間目に、次期生徒会役員立候補者による立ち会い演説会が行われました。2 年

生からは 10 人が立候補しました。いずれの候補者も意欲と熱意に満ちあふれ、堂々と自分の言葉で制

限時間いっぱいに意思表明を行いました。全候補者に共通することは大きくは 2 つ。まず、生徒個々の

声に耳を傾けながら、行事を改善・活性化し、生活三原則の強化に努めること、そして、そんな意欲を

かき立ててくれたのは前生徒会役員のひたむきな活動であったことです。先輩の姿が指針となり、あこ

がれとなり、手本となる、まさに、そのことをはっきりと伝えた演説会だったともいえます。ある時は

牽引役として、またある時は裏方として、誠心誠意取り組む決意表明に、聴衆生徒からの盛大な拍手が

おくられました。その後各 HR 教室で投票がおこなわれ、全員多くの信任票を獲得しました。以下に各

候補者の所信ポイントを掲載します。 

 

 氏名 所信の要点 

2-D 小嶋 宏典 
行事は生徒の力を発揮する場。個人が輝き、クラスが団結する場を

作り上げる。 

2-H 横山 衛 
「しんどいことを楽しもう」。いつでもどこでも誰にでもきちんと挨

拶ができる姿勢を。 

2-B 清家 大雅 
裏方こそ働きがいのある役目。生徒会活動の認知度をもっとアップ

させる。 

2-G 稲岡 円香 
今、このときしかない感動を、達成感を、仲間とタッグを組んで手

に入れる生徒会に。 

2-C 前田 真子 
当り前のことを、もっと当たり前にできる生徒になる。挨拶をしよ

う。 

2-D 奥  花恋 
挨拶は形も大切だが、そうする意識がもっと大切。コミュニケーシ

ョンを深化させよう。 

2-D ｵｰｶﾞｲｱ ｱﾚｸﾞﾗ 梓 高校生としてできる社会的貢献にもっと拍車をかける。 

2-G 白上 龍 
昨年 1 年間のキャリアに基づき、生徒のリード役として「責任をも

って果たす」をモットーに励む。 

2-I 中上 理奈 もっと「好きになれる」小野高校をめざす。 

2-G 仲田 光輝 
先頭に立ってというキャラではないが、生徒みんなの役に立ちたい、

この一心。 

＊この他に 3 名の 1 年生が立候補し、いずれも信任されました。 



 
 
 
 
 

 朝の選挙運動                立候補者のポスター 
 

 

立ち会い演説会風景  

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


